
一
、
開
催
ま
で
の
経
過

ド
イ
ツ
の
ビ
ュ
ル
ッ
ブ
ル
グ
市
で
の
シ
ー
ボ
ル
ト
博
物
館
の
開
館
式

典
（
一
九
九
五
年
七
月
）
に
長
崎
大
学
医
学
部
長
と
し
て
出
席
を
依
頼
さ

れ
た
の
が
式
典
の
二
カ
月
前
で
あ
る
。
長
崎
大
学
と
シ
ー
ボ
ル
ト
の
関

係
を
考
え
れ
ば
、
勿
論
た
い
へ
ん
光
栄
な
こ
と
で
あ
り
、
あ
り
が
た
く

ご
招
待
を
受
け
る
こ
と
に
し
た
。
そ
し
て
、
せ
っ
か
く
の
機
会
な
の
で

長
崎
大
学
と
ビ
ュ
ル
ッ
ブ
ル
グ
大
学
と
の
交
流
を
具
体
的
に
進
め
る
べ

く
、
三
名
の
友
人
の
教
授
に
そ
の
旨
を
連
絡
し
た
上
で
式
典
に
参
加
し

た
。
友
人
の
教
授
の
熱
心
な
努
力
に
よ
り
、
式
典
の
前
後
に
、
ベ
ル
ヘ

ム
学
長
、
ウ
ィ
ル
ム
ス
医
学
部
長
に
も
お
会
い
で
き
、
両
校
の
姉
妹
校

の
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
、
シ
ー
ボ
ル
ト
生
誕
二
○
○
年
記
念
国
際
医

学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
長
崎
で
開
催
す
る
こ
と
の
基
本
的
な
合
意
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
。

さ
て
、
長
崎
か
ら
の
式
典
参
加
者
は
わ
ず
か
に
四
名
。
そ
こ
で
シ
ー

ボ
ル
ト
は
長
崎
の
地
で
日
本
で
初
め
て
西
洋
医
学
を
直
接
指
導
し
、
長

崎
大
学
医
学
部
は
日
本
で
最
古
の
医
学
校
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
よ
う

米
米
米
記
事
楽
楽
来
米
楽
楽
楽
楽
米
米
米
米
米
楽
器

シ
ー
ボ
ル
ト
生
誕
二
○
○
年
記
念
国
際
医
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

消

宙
〃恥

と
決
心
し
て
帰
国
し
た
。

二
、
医
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て

シ
ー
ボ
ル
ト
に
関
係
の
あ
る
大
学
は
、
出
身
校
の
ビ
ュ
ル
ッ
ブ
ル
グ

大
学
、
日
本
の
長
崎
大
学
、
日
本
か
ら
帰
国
し
著
作
に
専
念
し
た
ラ
イ

デ
ン
大
学
、
そ
し
て
晩
年
を
過
ご
し
た
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
で
あ
る
。
ビ

ュ
ル
ッ
ブ
ル
グ
大
学
と
の
合
意
を
も
と
に
、
他
の
大
学
に
も
参
加
を
お

願
い
し
、
四
大
学
に
よ
る
医
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
一
九
九
六
年
九
月
二

十
六
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
長
崎
大
学
医
学
部
と
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
で

開
催
さ
れ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
会
式
に
先
立
ち
、
ビ
ュ
ル
ッ
ブ
ル
グ
大
学
と
長
崎

大
学
の
姉
妹
校
の
協
定
を
締
結
（
ラ
イ
デ
ン
大
学
と
は
す
で
に
姉
妹
校
に

な
っ
て
い
る
）
（
写
真
１
）
。
開
会
式
に
は
グ
ル
ー
ベ
ル
・
ド
イ
ツ
総
領
事
、

ヘ
ル
ド
リ
ン
グ
・
オ
ラ
ン
ダ
全
権
公
使
、
木
村
日
独
協
会
副
会
長
、
酒

井
日
蘭
学
会
評
議
員
兼
日
本
医
史
学
会
常
任
理
事
、
坪
井
日
本
医
師
会

；

爵

一

丈
学
会
常
任
理
事
、
坪
井
日
本
医
師
会

姉
ル
長
、
文
部
省
学
際
局
・
岩
本

、
所
国
際
学
術
課
長
、
そ
し
て
長

檸
対
笥
崎
県
知
事
、
長
崎
市
長
の
ご

鎚
轤
窪
潔

岬
澁
謡
き
、
ビ
ュ
ル
ッ
ブ
ル
グ
大
学
、

１
校
垂
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
の
同
窓
会

ビ
妹
ム
か
ら
も
八
名
の
先
生
方
が
ご

宣
く

出
席
に
な
り
、
記
念
講
演
と

写
し
て
、
「
ふ
お
ん
し
－
ぽ
る
と
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の
娘
」
等
を
お
書
き
に
な
っ
た
吉
村
昭
先
生
に
「
医
学
者
と
し
鐸
騨；

て
の
シ
ー
ボ
ル
ト
」
を
お
話
い
た
だ
い
た
。
坐

学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
核
医
学
、
内
分
泌
、
遺
伝
、
免
疫
、

》

ウ
イ
ル
ス
、
感
染
症
、
活
性
酸
素
、
血
液
、
循
環
器
、
耳
鼻
科

等
十
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
今
後
の
四
大

学
の
学
術
交
流
を
目
的
と
し
て
、
各
大
学
の
演
者
が
そ
れ
ぞ
れ

の
特
徴
あ
る
研
究
成
果
を
発
表
し
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
医
学

部
記
念
講
堂
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
（
写
真
２
）
。

ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
で
は
、
中
西
啓
先
生
、
宮
坂
正
英
先
生
の

司
会
の
も
と
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
の
ボ
イ
ヶ
ル
ズ
教
授
に
「
シ
ー
癖
礁

ボ
ル
ト
の
生
涯
と
業
績
」
を
講
演
し
て
い
た
だ
い
た
。
締
め
く

く
り
に
各
医
学
部
長
が
将
来
の
共
同
研
究
の
課
題
に
つ
い
て
の
溌
癖

展
望
を
発
表
し
、
当
初
の
目
的
は
達
成
さ
れ
た
と
思
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
国
際
交
流
を
深
め
る
た
め
に
、
「
長
崎
シ
ー
ボ
ル
ト
賞
」
が
設
立
さ

れ
た
。医

学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
引
き
続
き
、
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
の
ご
好
意
に

よ
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
組
織
委
員
会
主
催
で
「
シ
ー
ボ
ル
ト
生
誕
二
○
○

年
記
念
特
別
展
覧
会
」
を
約
四
十
日
間
開
催
し
、
ラ
イ
デ
ン
国
立
民
族

学
博
物
館
よ
り
川
原
慶
賀
の
「
長
崎
歳
時
記
」
と
「
人
の
一
生
」
を
展

示
す
る
と
と
も
に
、
長
崎
大
学
図
書
館
医
学
分
館
か
ら
シ
ー
ボ
ル
ト
の

「
日
本
」
、
「
ｕ
本
植
物
誌
」
、
「
日
本
動
物
誌
」
、
川
本
最
古
の
聴
胸
器
等

門
外
不
出
の
五
十
点
を
出
典
。
当
初
の
予
想
を
超
え
て
、
約
十
五
万
人

の
入
館
者
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
（
写
真
３
）
。

三
、
ま
と
め

シ
ー
ボ
ル
ト
生
誕
二
○
○
年
に
あ
た
り
、
シ
ー
ポ
ル
ト
の
医
師
と
し

て
の
偉
業
を
再
認
識
し
た
こ
と
、
最
新
の
研
究
情
報
の
交
換
と
学
術
交

流
を
推
進
で
き
た
こ
と
、
そ
し
て
長
崎
大
学
発
の
情
報
を
医
学
関
係
者

の
み
な
ら
ず
、
一
般
の
方
に
も
国
内
外
に
発
進
で
き
た
こ
と
を
、
組
織

委
員
長
と
し
て
無
上
の
光
栄
と
信
じ
、
多
く
の
関
係
者
の
方
々
に
深
甚

の
謝
意
を
表
し
た
い
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
単
な
る
イ
ベ
ン
ト
に
終

わ
ら
ず
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
功
績
が
未
来
の
国
際
交
流
の
推
進
に
つ
な
が

る
こ
と
を
請
い
願
う
も
の
で
あ
る
。

（
長
崎
大
学
医
学
部
輔
一
内
科
、
教
授

シ
ー
ポ
ル
ト
生
延
二
○
○
年
肥
念
長
瀧
重
信
）

Ⅲ
際
朕
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
細
細
委
仇
会
、
委
乢
災

写真2学術シンポジウムの参加者

写真3シーボルト特別展覧会の

テープカット
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